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はじめに
　
曲格平は、中国の環境学分野の研究者・指導者であり、中国環境保護事業の創始者の一人として知られている。か
れの中国の環境問題に関する論説は、全一二巻の『曲格平文集』 （中国環境科学出版社、二〇〇七年
）（１）
に収められて
おり、 内容的には一九八〇年前後から二一世紀初頭にかけてのものが大部分を占める。中国の環境問題を論じる場合、生態環境の現状把握に加えて、地域による差違や中央と地方が抱える課題、破壊された環境の回復策や持続可能な取り組み体制構築の問題、法治に関わる問題、環境教育や人材育成、人々へ 宣伝活動のあり方等々さまざまな角度からの考察や分析が欠かせない。さら 環境 への人為の影響を考えると、中央や地方で 政策を立案し推進する指導者の思想や活動を考察する必要もあるだろう。本稿 曲格平の思想と活動の考察を通して、中国の環境問題に関わる指導的人物の評価 おこない、中国の環境保護政策の特質の一側面を明らかにしようとするものである。ただし曲格平の論説は広汎多岐にわたるため 評価 対象分野を絞り込み、筆者が関心を持っている水環境問題を中心に分析を進めることにする。　
曲格平は、一九三〇年六月一四日に山東省肥城県の山村に農民の子として生まれた。かれは一九五〇年代初めに山
東大学の芸術系で学び、卒業後に映画製作 上海電影制片廠 配属され、映画製作に当たった。
（２）
その後、一九六一年
より一九六九年の初めまで 有機化学工業技術処の処長として、合成繊維・塑料・染料・塗料・農薬など 製造に関
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係する有機化学工業技術の指導に当たった。
（３）
こうした文系と理系の枠を超えたかれの広汎な活動は、環境保護政策を
より高い視点から総覧し、指導する姿勢に繋がっているものと考えられる。本稿では、曲格平の環境保護の方針の特色を水環境を軸に分析するが まず中国の環境に対する現状認識から始めて、中華人民共和国という社会主義体制を意識しつつ推進しようとした政策立案と取り組みの特質の分析に進むことにする。
一、中国水環境の現状認識と問題意識
　
曲格平は、一九七二年にスウェーデンのストックホルムで開催された第一回の国連人間環境会議に出席し、それか
ら環境保護事業に専念するようになった。かれは環境問題の専門家として、北京大学、清華大学、武漢大学、同済大学、南京大学、山東大学、中国人民大学などの兼任教授となり、アメリカ ハーバード大学、イギリスのニュートン大学の客員教授ともなった。
（４）
このように研究者としても国際的に評価されている曲格平は、中国の水資源量について
以下のように述べている。　
中国の地表水の年間径流量 約二兆六、 一〇〇億㎥で世界第六位となっており、地下水は毎年約八、 〇〇〇億㎥使用
し、氷河の年平均融水量は約五〇〇億㎥であ 。
（５）
一人当たりの径流量で見れば年平均約二、 七〇〇㎥で世界平均の四
分の一に過ぎない。乾燥少雨の淮河・黄河・海河と東北地区、西南
ママ
地区の地表水は全中国の一八％に過ぎないが、耕
地面積は六二％を占めている。
（６）
こうした数値は公表されたものと同じだが、森林資源の重視や水土流失問題と関連さ
せて総合的に論じている点にかれの特色がある。　
曲格平は、河北省では水土流失が生み出すダムの土砂堆積で、毎年一つの中型ダムを損失するに等しく、区域水資
源の過剰な開発が湖泊を萎縮させているという。
（７）
地下水に関しても過剰な揚水が北方の都市で目立つ地盤沈下を生み、
工場廃水や生活汚水の未処理での排出や化学肥料と農薬の大量使用、都市ゴミや工場 固形廃棄物の堆積が地下水汚
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染に繋がっていることを指摘する。
（８）
このことに関連して工業用水使用量が多い産業分野として鉄鋼業や皮革製造業を
あげている 、鉄鋼業に関しては一九八二年段階で、工業用水の循環再生利用率が六三・二％、外部への排出水の処理が約二四％に止まっている一方で、先進的な日本の鹿島製鋼所（現新日鐵住金鹿島製鐵所）は工業用水の循環再生利用率 九七％に達していると述べている。
（９）
このようにかれは先進国の水準を比較の対象とし、到達目標とする姿勢
を取っている。　
地球温暖化の問題は、二一世紀に入ってから喫緊の問題として世界的に認識されるようになってきたが、曲格平は
一九八九年の段階で「東北と青蔵高原の長年の凍土の大部分と祁連山・天山の小氷河がまさに消失せんとしている。これと同時に、降水帯も移動し始め、熱帯にあ 海南島の夏季の対流性降水が増加し、その他の地区の夏季の雨量が減少しようとしており、西北地区はもともと乾燥地区であるが、二一世紀にはさらに乾燥する可能性がある」
）（1
（
と述べ
るとともに、気温上昇が海面上昇につながれば、部分的に沿岸土地を水没させ、塩漬地の増加 大河下流域の侵蝕、航運の阻害、港湾や防潮堤 工事増加など ると う。専門家 分析としては当然ともいえるが、比較的早い段階で地球温暖化の影響を取り上げていることが分かる。　
中国における温室効果ガスの排出量増加は、改革開放の時期より急速に進むが、それを一段と加速したのが石炭の
使用である。相対的に「汚い」エネルギーであ 石炭を中国は大量 使用 きた 一九八六年に石炭は中国 一次エネルギー産出総量 七二・四％ 占め 総消費量でいえば七六・〇％となり、アメリカの二三・三％、ソ連の二四・八％、日本の一八・八％、フランスの一〇・〇％に比べて圧倒的 多い。加えてエネルギー効率は三〇％前後と低い水準に止まっている。
）（（
（
かれは石炭使用が大気汚染に直結することを早くから指摘しているが、
）（1
（
動力源としてだけではなく、
化学工業の原料や市民生活の燃料 しても使われ、典型的な「石炭煙汚染」となっていると述べている。
）（1
（
　
中国の石炭埋蔵量は豊富で、 西部から天然ガスや電気を東部に送る「西気東輸」 「西電東送」を取り入 るにしても、
「清潔炭」と称する質の高い石炭の使用には及ばない現実がある。
）（1
（
中国の二酸化硫黄（ＳＯ２）排出量の九〇％以上
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を石炭が生み出しており、二酸化硫黄の排出は毎年四・八％のスピードで増加し、酸性雨も増えている。
）（1
（
曲格平は、
石炭の気化や液化に言及するが、
）（1
（
それ以上に原子力発電に注目している。一〇〇万
kWｈ規模の発電所で比較すると、
原子力発電所は毎年三〇㌧の核燃料ですむが、石炭火力発電所は毎年二一二万㌧の標準炭を使う必要がある。
）（1
（
石炭の
使用を抑えること 大気汚染の防止に繋がり、温室効果ガスの排出を減少させる。　
厳密な安全体制の下での原子力発電は、清潔で安全で高い効果を持つ新エネルギーである。
）（1
（
ただし原子力発電所の
建設は、水文地質条件が適していて、交通運輸が便利で、人口が少なく管理しやすい場所を選ばなければならない。また原子力発電所の建設と並行して放射性廃棄物処理場の建設も進めなければならない。
）（1
（
中国は秦山原子力発電所と
大亞湾原子力発電所 稼働させているが、ともに環境影響報告書 審査という関門 クリヤーしている。中国は既に核技術を実用化しており、比較的豊富な核燃料資源があることに加えて、国土が広く原子力発電所の立地に当たって充分に選択の余地がある。
）11
（
発電用燃料に関しては低濃度で分裂する物資が使われており、如何なる状況でも原子爆弾
のような核爆発を起こすことは不可能であると 、
）1（
（
安全性のアピールに力を入れている。この論文は一九八三年に
発表されていて、チェルノブイリ原発事故の前であり、アメリカのスリーマイル島での原発事故があったとはいえ、原発事故に対する安全確保とともに放射性廃棄物の処理への配慮を呼びかけている点にかれの慎重さが窺えるのである。　
曲格平は、人口問題にしばしば言及する。一九八一年に当時の人口増加率で計算すれば四一年ごとに総人口は倍増
し、二〇二一年には世界人口は八八億人に達し、二〇六二年には一七六億人に達す という。
）11
（
中国の人口増加の結果、
一人平均の耕地面積は〇・一
ha前後となり、過酷な耕地使用を余儀なくされ、大量に化学肥料と農薬を使用すること
になって耕地を汚染させ、地力を低下させる。エネルギー使用量も一人平均一㌧近い石炭を使用することになって、毎年一、 六〇〇万人が増加すれば一、 六〇〇万㌧の石炭使用の増加を必要 する。農村 エネルギー不足は稲稈の燃焼などに繋がることで生態環境を破壊する。
）11
（
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曲格平は、歴史を遡って生態環境の悪化と回復のサイクルにも言及している。まず先秦時期は生態環境の「黄金時
代」 、秦から前漢までは環境の第一次悪化時期、後漢より隋までは環境の相対的回復の時期、唐より元までは環境の第二次悪化時期、明清以後解放に至るまでは環境の深刻な悪化の時期である。
）11
（
とりわけ生態環境悪化の要因は人口増
加にあるとして、明清以来数百年の人口が爆発的に増加した時期には、生態 は重い負担に耐えかねて急激に悪化したと述べている。
）11
（
　
曲格平は、二〇五〇年には中国の人口を一六億人と予想し、一人平均年間六〇〇㎏の食糧を消費することになると
一
ha当たり一三・五㌧の食糧生産が必要で、
）11
（
二一世紀中葉でも到達困難な水準にあることを示唆している。この問題
の解決のためには、人口増加の抑制だけでなく、人口素質の大幅な向上が必要であることも主張する。
）11
（
かれは「大い
に計画生育政策を推進」すべしと
）11
（
一人っ子政策の推進を強調しているが、将来予想される一六億人の人口の年齢構
成にまでは言及していない。ただ人口ボーナス期が過ぎて少子高齢化が進行する現代の中国の状況下では、生態環境を回復し持続可能な状況を維持する経済力が失われてしまう可能性がある 、そこまでは考えを及ぼしていない。　
水資源の有効活用のためには、何よりも水汚染は避けなければならない。曲格平は この点に関して次のように述
べている。報道 よれば、華北地区では「河あれば皆枯れ、水あれば皆汚し」である。こ ことは決して誇大 はなく、北方の河流にはほとんど例外がない。陝西省の渭河 山西省の汾河・桑乾河、河南省の洛河、河北省の灤河、北京の永定河、天津の海河などがあり、母 る河と称せられる黄河も含まれており、断流して枯れてしまうか、汚染が重大であるかであって、はなはだしきは汚水溝となっている。実際に「水あ ば皆汚し」は普遍的で、長江以南の地区の水汚染もたいへん重大である。かれは江蘇・浙江・福建・広東各省などの地 たいへん多くの河流の汚染が深刻であることを見ており、はなはだしきは「汚水横流 、臭気天を焦がす」という形容が用 られ 現代化 二つの文明建設と強烈なコントラストを している いう。
）11
（
　
曲格平は、二〇〇一年に発表した論文で全国を俯瞰しながら河流の汚染に警告を発しており、将来予測を含めて水
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資源の汚染がもたらす危機的状況を以下のように述べている。二〇三〇年の予測では中国の人口は一六億人まで増え（前述の予測値とは二〇年の違いがある） 、廃水の排出量はさらに大きくなって、工業と生活の廃水だけで年間八八五億㎥に達することになる。現在既に四分の一近くの河段が汚染によって灌漑用水の応用要求（中国の最低水準の水質要求）を満たせていない。全国の湖泊のほぼ四分の三 水域 顕著 汚染され、主要な淡水湖泊の滇池・巣湖・太湖などの富栄養化は深刻であり、水体効能を失っている。中国 一〇％の都市地下水の水質は日々悪化しており、規模の大きな一一八都市 なかで九七％の浅層地下水が汚染され、そのうち四〇％は重大な汚染である。
）11
（
　
このように水質汚染の深刻な現状を述べる曲格平は、一方で「汚染した者が、治理する」という原則の確立を主張
する。この原則は日本において一九七〇年代初めに「汚染者負担」 経済原則として打ち出され きたものが、世界の多くの国家で採用され、中国でも採用されるに至ったと説明する。
）1（
（
この原則に基づく処罰の例として曲格平は、黄
河流域で一九九三年に設立された製紙工場である天馬紙廠の経営者である楊軍武のケースを取り上げている。この企業は黄河の水を引いて農田を灌漑し、都市へ 供水も担ってきた引黄幹渠（黄河から引水する幹線用水路）附近に設立されたが、汚 処理施設を設置せず、生産工程で産出した揮発酸などの有害物質を含む汚 を工場近辺の坑に貯えて自然に蒸発させるか、地下に染みこませるか、幹線 水路に放出す かという違法行為をした。
）11
（
これは重大な環境
汚染事故として摘発、起訴され 、被告人楊軍武は有期徒刑二年、罰金五万元 判決 受けた 関連 民事訴訟でも、引黄管理局に二四万六千元、水庫管理委員会に三七、 四 五元 供水公司に七五、 三二〇元の賠償 することが命じられた。
）11
（
曲格平は、この汚染事故の顛末を詳しく述べているが、この事件処理が一般的でなく、特筆すべきもので
あったからこそ取り上げていると考えられる。　
一方で、中国では環境汚染の発生源として郷鎮企業を注視しており、多くの郷鎮企業が違反行為を理由に閉鎖に追
い込まれている現実もある。曲格平は、一〇〇万社以上の郷鎮企業が まれ、これらは都市の余剰労働力を吸収し、国民経済の繁栄と発展を促していると評価しつつも 郷鎮企業 数が多く 適正に配置されず、生産品 管理や技術・
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設備・経営状況が不良で、資源・エネルギー使用に無駄があり、汚染処理施設を持たないものが多く、環境汚染を加速していると諸々の問題点を指摘している。
）11
（
さらに東部で汚染問題から閉鎖された工場のうち少なからぬ小型製紙工
場が中西部に移動しているのは、たいへん良くないと批判している。
）11
（
むろん大企業が確実に環境基準を遵守している
とはいえず、地方政府と結託するなどで違法行為を繰り返しているケースもあり、後述する「中華環保世紀行」が摘発した淮河流域の食品関係の大企業の違法行為などは氷山の一角と考えられる。
）11
（
　
汚水処理施設を建設しても、きちんと運用されなければ意味がない。曲格平は、一九九〇年の講話の中で全国の工
業廃水処理施設の運用状況 ついて語り、二二省市の五、 五五六ヵ所の処理施設の調査に基づいて、該当施設の廃棄、使用停止、運用停止などで完全 運用されていないものが三二％、運用され も が六八％とし い が、こうした施設の全有効投資率は四四・九％に止まっていることを指摘している。それでもかれは、全体として見れば投資額が少ない割には工業汚染防治は明らかな成果を生み、都市の環境悪化 初歩的には抑制さ ていると らえ、その理由として中国は経済発展の「初級段階」 あっ 環境規制費用が抑えられ 有利な条件を利用し、少ない投資で汚染処 施設などの建設や改造をおこ ったためとしている。
）11
（
　
ただし依然として廃水の処理率は先進国に遠く及ばず、一九九八年の報告では「水法」 「水汚染防治法」に違反し
た案件が三二万三千件あり、うち二七万九千件 処分され、処理率は八六・四％に達 と述べつつ、工場廃水や生活汚水の八〇％以上が処理を ずに直接排出され、環境に大きな被害を与えていると述べている。
）11
（
これは表面化
しない法令違反が余りに多く、汚染問題の解決にはとてつもな 時間と労力 必要というこ を意味している数値と考えるべきであろうか。　
森林の保全と水資源確保は切り離せない。曲格平は、森林の持つ経済効益と環境効益の意義を力説し、
）11
（
森林資源の
持つ環境効益は経済効益の一〇倍以上になると見ている。かれ 、一九八四年の吉林省環境保護研究所の長白山林区に対する研究成果に拠り、森林土壌の降水貯蔵量は降水量の五五％と り、長白山の水源涵養効益 二八・一億元
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水土流失防止の効益は二九・七億元、酸素供給と大気浄化効益が約四・八億元と計算している。
）11
（
森林の保全と降水量確
保との繋がりについては、長白山林区の一九五〇年代からの降水量調査に拠り、森林の減少が生み出す降水量減少が毎年平均一・五㎜以上となっていることで、
）1（
（
森林の保全が水資源確保と繋がっていることを明らかにしている。以上、
中国の水資源に対する曲格平の視点と現状認識を中心にかれの文章から特色を抜き出してきたが、次々と生起する諸問題に対する解決のための手段や方法をどのように考えているのか、次章で考察していく。
二、中国の水環境問題解決への道
　
曲格平の提起する環境保護の各種政策は、中華人民共和国という社会主義体制の下で推進されたものである。かれ
は一九七三年からの五年間を回想して、当時 極「左」路線の理論により社会主義制度が汚染を生み出すことは不可能で、汚染があり、公害があるという者は 「社会主義に泥を塗る」ことであったと述べている。
）11
（
またこの時期にか
れは、中国の「社会主義制度の下で、マルクス主義の立場・観点と方法を尊重して従えば、我々の研究は正しい方向に向かう」
）11
（
としている。さらに「社会主義制度と計画経済の優越性を充分に発揮し、広汎な大衆に依拠し、科学研究
を強化し、管理水準を高め、積極的な措置 とって、四つの現代化を実現すると同時 清潔で美しい労働環境と生活環境を創建しなければならない」
）11
（
と現代化と環境改善を両立させるには、社会主義制度と計画経済の採用が不可欠
であるとの認識を示している。その一方で、二〇世紀末になってからは、後述するように社会主義体制下に展開された文化大革命期の中国で深刻な環境破壊があったと断言しており、
）11
（
かれが一貫して体制擁護の硬直した姿勢であった
わけではない。　
曲格平は、 建国後の中国では長期間にわたって自然の規律に従わず、 食糧生産を強調して、 「田を耕して山頂に到り」
「苗を植えて湖心に到る」 などの不適切なスローガンを掲げて盲目的に林を毀して開墾し、 牧を棄てて農業をおこない、
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埋め立てて田を造り、重大な水土流失や沙漠化、気候変動を生み、農業生態の平衡を大きく破壊したと述べる。
）11
（
一九五〇年代後半から六〇年代初期の大躍進の時期には、黄河水を大量に引いて灌漑し、用水路建設に重点を置いて井戸を廃し、貯水による灌漑に力を入れて排水を考えなかった結果として、大規模な塩漬土壌を生んだことも指摘する。
）11
（
「十年動乱の期間」 （文化大革命期間）に環境汚染と破壊は既に充分に重大な段階に達しており、
）11
（
農村では柴草を
主要なエネルギー源とし、鉱山開発 鉄道・道路の建設も植被を破壊し、水土流失を激化させた。
）11
（
文化大革命の時期
には無政府状態の下で、 中国の環境汚染と環境破壊は歴史の最高峰に達 た。
）11
（
環境保護事業はこの時期に始まったが、
人々の要求と周恩来ら老革命家の支持によっていくらか 取り組みができた。全国環境保護会議 後で成立した国務院環境保護領導小組の下に弁公室が設けられ、曲格平は責任者の一人となった。
）1（
（
　
一〇年にわたる文革の混乱から八〇年代の改革開放に向かいつつある時期には、中国の経済力はまだ十分ではなか
った。曲格平は「中国は発展途上の社会主義国家で、経済と技術はすべて遅れており、多くの資金を使って集中して環境問題を解決することは不可能である」
）11
（
と述べているが、改革開放の時期は一方で「中国の環境保護事業の発展が
最も早く、最も好い時期」で、対外開放は「国外から先進的な生産技術と管理経験 取り入れ、環境問題 解決する能力を増強した」と位置づけている。
）11
（
当然、経済発展と環境保護との重点の置き方が問題となるが、かれは中国の環
境保護政策では日本が唱える「環境優先」の原則は採用できず、欧米諸国のように多くの投資と い技術に頼ることもできず、有限な資金でより大きな 効益を生むしかない いう。
）11
（
　
曲格平は、経済発展と環境保護の関係について以下のように述べている。経済発展は環境問題をもたらすが、環境
問題を解決する でき、問題解決にとって経済発展 さらに有利な条件を作り出すこともできる。
）11
（
環境汚染
の主な原因は経済発展がもたらすものであ が、環境汚染 解決も経済発展を加速するこ で可能 なる。
）11
（
工業汚染
の解決のために経済発展を抑えるべき はなく、経済発展と環境保護との協調を求めるべきである。
）11
（
そこでは「局部
の利益と全体の利益を結合させ、目前の利益と長期の利益を結合させる」姿勢が求められている。
）11
（
曲格平は、二〇年
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以上にわたる改革開放の期間に、中国政府は一つ一つ環境保護の法律体系を打ち立てて「発展と保護を共に重んじるが、保護を優先する」原則を体現したとも総括するが、
）11
（
具体的にはどうなのか。水資源をめぐる対策を中心に見てい
きたい。　
曲格平は、 黄河流域に広がる黄土高原について環境史の立場からその変遷を語っている。この地は古き時代には 「草
豊かで林茂り、沃野千里」のオアシスであったが、歴代の開発によって草原を毀して牧業 棄てさせ、林を毀して農耕地とし、植被を大きく破壊して、大規模な水土流失 生態失調を生んだ。
）11
（
泥沙の含有量は増加し、史料に拠れば宋
代の黄河の泥沙含有量は五〇％に達し 明代では六〇％ 清代では七〇％となって「天井川」を形成し、名実ともに「害河」となった。
）1（
（
水土流失は土地の肥力損失と耕地寿命の短縮だけでなく自然災害を生んでおり、黄河は二五〇〇
年余りの間に一、 五九〇回決壊し、大きな改道が二六回あった。
）11
（
　
長江もまた宜昌を通過する泥沙が年間六億㌧ 達し、 「第二の黄河」になる虞があり、 水土流失はダム湖を埋没させ、
その効益を発揮できていない。
）11
（
水土流失にともなう泥沙の流入は水資源の有効利用に影響し、一九九八年の長江の特
大洪水はその直接的な結果である
）11
（
長江の抱える主要な課題の一つに三峡ダムの利点と弊害の問題がある。三峡ダム
は洪水防止を建設目的 一つとしている。しかし、庫容の洪水防止能力 二〇〇億㎥余りに過ぎない。大洪水が発生すれば、その役割を十分に発揮できない。ただその発電量で見れば、毎年四、 〇〇万㌧以上の石炭を節約することができ、 二酸化硫黄の排出量を 〇〇万㌧、 二酸化炭素（ＣＯ２）の排出量 二、 〇〇万㌧それぞれ減少させている。さらに電力の供給と長江航運の 展は、沿岸経済を大きく 展させてい 。その一方で弊害もあり、三峡沿岸地区は土地が少なく人口が多く、 ダム建設後 開発が適切 なければ水土流失を激化させることになる。また歴史的な名勝・景観が水没し、珍奇な魚類が生存 脅かされる可能性が大きくなる 泥沙堆積や気候変動などの問題もある。
）11
（
　
新疆ウイグル自治区など西部地区は、 降水量が少なく水資源が欠乏して経済発展の最大の制約要素となっているが、
西部地区の開発の方向性は自然資源の開発より人力資源と知識資源の開発に向かうべきであるというのが曲格平の姿
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勢である。
）11
（
人知による環境保全の推進を願うかれの目は、二〇世紀後半に新疆ウイグル自治区の開発を中心となって
担った新疆生産建設兵団に
）11
（
向けられる。 新疆ウイグル自治区は中国のなかで農業に適した土地が最も多い地区であり、
一九五〇年代から六〇年代に生産建設兵団は五〇ヵ所の農場で一〇二万
haの土地を開墾した。しかし、不適切な作付
けによって原初の植被を破壊し、四八万
haの沙漠化土地を生み出した。風沙が農田を埋め、住民は居住地からの移動
を余儀なくされた。灌漑と排水系統の不備で大規模な塩漬化が起こり、四四万
haがその脅威にさらされている。
）11
（
この
現実は、漢民族を主体とす 新疆生産建設兵団が、期待される人力と知識の資源を生かし切っていないことへの批判とも受け取れるのである。　
黄河や長江の流域、西部の乾燥地帯といった水資源問題に直面する地域の諸課題に曲格平はどのように対処しよう
としているのか。環境保護全般に対す かれの目標と基本方針を以下に取り上げる。　
中国の多くの環境問題は管理不全が生んだもので、環境保護工作は管理強化を中心とすべきである。それは中国経
済の基礎が弱く、短期のうちに多 の資金を環境保護事業 投入できないためでもある。
）11
（
ただし環境管理の強化を実
現するためには、中央と地方の組織的連携と制度の確立が不可欠である。その目標を達成す ために曲格平は、以下のような政策を提起している。（１）環境保護は一つの基本国策であり、経済建設、都市建設、環境建設を同時に計画し、同時に実施し、同時に発展させる「三同時」の指導方針の下に計画的 推進す（２）基本的に環境管理を主体とする環境政策体系を形成するが、 これは「予防を主」とし「汚染した者が治理」し「環境管理を強化」するという三大政策に基づく各種 管理手段を通して政策 進め、人々の環境意識を高める。（３）統一指導と分担協作の環境保護 制を建立し、国家は国務院環境保護委員会と国家環境保護局を設立し、各省市も国家と同様の管理機構を設立し、工業、交通、農林、水利 ど 行政部門はそ ぞれの環境建設と管理工作の責任を負う。
）11
（
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このように整然とした体系を持つ管理制度は、名実を伴わなければ意味を持たない。曲格平は「環境保護法が公布
されてより、中国の環境管理はたいへん発達した。環境保護機構の設立、排汚収費（汚水排出量に応じた費用徴収）制の実行、環境監視政策の強化などは、環境保護法推進の結果である」という。
）1（
（
またかれは「法によって水を管理し、
法によって水を用い、法によって水を治める」
）11
（
とも述べる。かれの信念は「法治による国家は長治久安たることがで
き、法治によるだけで有効に環境を保護し、改善できる」
）11
（
というところにあったが、現実には「中国の法制はゆるく、
人々の法制観念は希薄で、法があっても拠らず 執法が厳しくない は一種の普遍的な現象である」
）11
（
のが実態である。
　
曲格平は、 「黄河の欠水・断流の八〇％以上の原因は人為要素であり、上流は中流のことを考えず、中流は下流の
ことを考えず、水資源 使用は各々必要な分を取って、全体を考えないが、これは管理上の問題である」
）11
（
と認めざる
をえない。かれは一方で「小流域治理」を唱え、生態効益と経済効益を結合させることを提唱して るが、
）11
（
これも全
体の連携がなければ効果を生むことは きない。黄河や長江の流域管理には、上流から下流まで 総合治理 不可欠であるが、二〇〇五年には流域の総合計画と管理の強化を説きつつも、行政部門は「多頭管理体制」であり 「政府の調整と市場運営の制度改革 推進」が必要であると述べている。
）11
（
　
二〇〇二年に曲格平は、記者の質問に答えて「改革開放 初期、大胆にも国外の先進的な管理経験を引き、国情
結び合わせて八項 環境管理 と措置 制定」した結果、 「経済成長の一九八〇年代 、環境状況 一段の悪化を回避した」と自らの活動の成果を語っている。
）11
（
かれは多くの知識人と同様に大躍進や文化大革命での弾圧と迫害の事
実を知っているだけに、 制批判に関わる言動は極力控えている。むろん大躍進と文革期の環境破壊は公然たる事実だけに取り上げる一方で、 「予防を主とする」方針はもとも 周恩来総理の提唱したも す など、
）11
（
貢献度の大き
い指導者 対する敬意は欠かさない。ソ連や東欧諸国の環境汚染の酷さを認めつつも、
）11
（
社会主義体制という政治体制
を批判することはない。かれは「国外 先進的 管理経験を引き」とある うに 中国の政治と経済の動向をにらみつつ、先進国の環境保護政策を模範として人々に知らしめ、途上国としての中国の国情をふまえて採用可能な道 探
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ったと考えられる。　
参考にすべき先進国の政策として曲格平が度々言及しているのが、日本の環境政策である。 「日本人は管理に優れ、
さらに組織計画に優れている」 「環境管理の基本経験を帰納して、法律に科学を加えている
」）1（
（
と日本人の取り組みを
評価しているかれは、日本の環境汚染事件についても取り上げている。足尾銅山事件は当時最大の社会問題となり、
）11
（
一九六〇年代 は公害事件が相次 だが、日本政府は環境保護の統一政策と権威ある法律を制定し 対応した。一九六七年には公害対策基本法を制定し、一九七〇年には公害関連の一四件の法律を制定している。日本の環境管理を担った公害対策特別委員会が大きな成果を生めなかったので、環境庁を成立させたが、当時の環境庁の一〇項目の研究課題も、具体的 あげて紹介している。
）11
（
かれは川崎市の製鉄所（日本鋼管、現
JF
E
スチール東日本製鉄所）を
訪問し、汚染防治施設の建設に総投資の二〇％を投入していることを特筆する。
）11
（
また水俣が公害発生の地から清潔優
美な都市に変貌し ことを明らか し、
）11
（
日本の環境基準は最も厳格で、環境政策は「行政指導」を基礎として強力に
推進されていると述べている。
）11
（
日本は厳しい環境基準とそれを実現させる強力な行政指導があり、企業もまた責任を
持って汚染対策をおこな 結果、世界的に知られた水俣事件も克服しているとして、曲格平は環境 回復と保全一つの成功例として紹介しているのである。　
それでは中国の国情に応じた環境保全の道は、 いか して実現できるのか。曲格平はまず若手の人材育成と並んで、
現職幹部の環境保護意識の育成 主張する。
）11
（
かれは環境問題の実態を可能な限り明らかにし、管理体制の健全化によ
って解決への道を歩むこ を願 、有力な手段 して「中華環保世紀行」
）11
（
を取り上げている。一九九三年より展開さ
れている中華環保世紀行は七年間の運動の結果 各種 政策として取り入れられ、
）11
（
非常に有効な監察形式として機能
してきた。
）11
（
とりわけ淮河の汚染問題に関しては、中華環保世紀行のニュースにより広く知られることになり、政府の
本腰を入れ 対応を生み出した。
）1（
（
かれは、この運動においてはジャーナリストの貢献が大きく、持久戦によって難関
に挑んでほしいと強調している。
）11
（
運動の結果として人々の環境意識を育て、自らの環境権益を守るように世論を喚起
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する必要があるからである。
）11
（
　
水資源問題に関しては、筆者が関心を持っている南水北調の問題がある。曲格平は、東線工程については調水途中
の汚染が問題と的確に指摘しているが、中線工程はその経路を述べるだけで特に問題点を指摘せず、西線工程は「短期には実施しがたく、ただ考慮に供すべき一つの計画」と述べ、全体として政策推進に軸足 置いた姿勢である。ただし当時の朱鎔基総理は「まず節水後に調水し、まず汚水治理の後に通水し、まず環境保護の後に用水する」べきと述べているとしており、
）11
（
曲格平自身も節水の重要性を強調している。
おわりに
　
曲格平は、映画製作の経験を持つとともに有機化学工業の分野で指導に当たるなど文理両面に通じた人物である。
中国の環境保護政策推進の中心人物として 広い視野を持ち、国際的な視点から環境問題を捉える学識と経験を持ち活動してきた。大躍進から文革 の乱開発と環境破壊、改革開放期の経済発展優先のもたらした環境への悪影響などが現代中国の環境に きな負荷を与えている。さらに社会主義経済のもたらす諸問題に加えて、最大の人口 人々の環境意識と遵法精神の希薄さ、権限が分散している管理体制等々、克服すべき課題は多岐 わたっている。　
本稿は、曲格平がこうした課題にどのように対処しよう しているのか、まずかれの水資源問題に対する現状認識
から考察した。地表水や地下水などの欠乏と偏在、河川の汚染状況の把握などは公表された数字に準拠しており、森林の持つ価値、石炭使用の弊害、原子力発電普及 必要性と安全性への配慮、農薬や化学肥料の過剰使用がもたらす悪影響などについては、充分な科学知識を持つ人物にふさわし 見識を示してい 。　
曲格平は、社会主義を掲げる中華人民共和国の政治体制を前提と 、環境保護と経済成長を両立させる方法を模索
し、社会主義体制の利点を生かす管理体制の強化を予防と汚染者治理を並行させる形で推進し、八項目の管理制度
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確立を構想している。充分な資金力のない途上国が環境保護政策を効果的に進めるには、先進国の成功例を取捨選択しながら取り入れる必要がある。その目標となったのは日本であり、かれは日本の環境再生の歴史や政策を特筆し、中国政府 参考にすることを促していると思われる。　
法体系を整備し生態環境を守らせる体制の構築は、中国の得意とするところであり、二〇世紀後半から二一世紀に
かけて、次々と法律が生み出されている。しかし、現実には人々の利害を優先し経済発展を重視する姿勢が先行して環境危機は克服されておらず、環境保護の精神は浸透していない。曲格平も、その現実 痛感してい こと 『文集』内容から読み取れる。そこでかれは、体制の許す範囲で広汎な民衆に危機感をを持たせるために、中華環保世紀行のような報道機関を中心と て現状を訴え 人々に環境保護の重要性を認識させる方法にも期待していると考えられるのである。
［註］（１） 『曲格平文集』は、以下『文集』と略す。本文中の（
　
）は、筆者が付したものである。
（２）曲格平「求索之路」 『文集』第九巻、三六～三七頁。（３）同前『文集』第九巻、三九頁。（４）曲格平「不尽郷情入夢来」 『文集』第一二 二九六頁。（５）曲格平「中国環境保護政策的一些問題」 『文集』第一巻、一四六頁。（６）曲格平「水環境」 二 六三～六五頁。ここでは中国人一人当たりの年間径流量を約二、 六〇〇㎥としている。（７）同前『文集』第二巻、八三頁。（８）同前『文集』第二巻、八六頁。曲格平は、地下水が都市用水使用量の八〇％以上を占めているのは、石家庄・呼和浩特・瀋陽・
西安・銀川・海口・済南・太原の八都市としている。
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（９）同前『文集』第二巻、一〇〇頁。なお中国国内で当時は先進的であった鞍山鋼鉄公司は、工業用水の循環再生利用率が八六・
二六％であることも述べている。
（
10）曲格平「気候変暖的影響及対策」 『文集』第四巻、二〇二頁。
（
11）同前『文集』第四巻、二〇四～二〇五頁。
（
12）曲格平「煤炭開発与使用中 環境問題」 『文集』第一巻、一五四頁。これは一九八三年に発表された。
（
13）曲格平「環境与発展：現実衝突」 『文集』第七巻、八三頁。
（
14）曲格平「総論」 『文集』第一一 一八頁。むろん曲格平は「電気を以て石炭に代える」必要性は痛感しており、伝統的な観念の転換が必要であるという（曲格平「西部大開発与可持続発展」 『文集』第九巻、二三六頁） 。
（
15）曲格平「中国人口与能源」 五 五八頁。
（
16）同前『文集』第五巻、一六〇頁。
（
17）曲格平「核電工業的環境政策」 『文集』第一巻、一六六頁。これは一九八二～八三年に発表された
（
18）前註（
10） 『文集』第四巻、二〇六頁。
（
19）前註（
17） 『文集』第一巻、一七 頁。
（
20）曲格平「核電―安全的能源」 『文集』第八巻、四八～四九頁。
（
21）同前『文集』第八巻、五〇頁。
（
22）曲格平「人口激増対環境的圧力和衝撃」 『文集』第一巻、二七 頁。
（
23）曲格平「前言」 『文集』第五巻、二一～二二頁。
（
24）曲格平「中国歴史上人口―環境関係考略」 『文集』第五巻、九頁。
（
25）同前『文集』第五巻、二五頁。
（
26）曲格平「中国人口与土地資源」 『文集』第五巻、六九～七〇頁。
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（
27）曲格平「中国人口与生活環境」 『文集』第五巻、一九五頁。
（
28）曲格平「我的夢想与期待」 『文集』第九巻、八頁。
（
29）曲格平「関注中国的生態安全 一二巻、二九頁。
（
30）曲格平「中国環境保護法与典型案例」 『文集』第一〇巻、一四四頁。
（
31）曲格平「中国的三大環境政策」 『文集』第八巻、 七五頁。中国はこの政策を一九七九年に公布した「環境保護法」の中で規定した（曲格平「中国環境管理思想的演変与発展」 『文集』 四 二〇九頁）
（
32）前註（
30） 『文集』第一〇巻、一五六～一五七頁。
（
33）同前『文集』第一〇巻、一五九頁。曲格平は、その他の取り組み例として北京の西直門の住宅地にあって汚染が著 い北京軋鋼廠を石景山鋼鉄廠に移し、西直門附近の環境を顕著に改善したと述べている（前註（５） 『文集』第一巻、一三九頁） 。
（
34）曲格平「有関中国環境保護戦略的 些問題」 『文集』第一巻、一八六頁。
（
35）曲格平「譲黄河之水源遠流長」 『文集』第 巻、二一五頁。
（
36）拙著『中国の環境政策〈南水北調〉 』 （昭和堂、二〇一四年） 六章 参照。
（
37）曲格平「対我 環保投資及政策的基本分析」 『文集』第六巻、二六七頁。
（
38）曲格平「要公正地評価中国的環境保護事業」 『文集』第 巻、四八頁、五一頁。
（
39）前註（
22） 『文集』第一巻、二七八頁。
（
40）曲格平「中国人口与森林資源」 『文集』第五巻、七七～七八頁。
（
41）同前『文集』第五巻、八六頁。
（
42）曲格平「環境管理的発展」 『文集』第一巻、七三頁。
（
43）曲格平「生態経済的幾個課題 二九六頁。
（
44）曲格平「環境保護在国民経済中的地位与作用」 『文集』第一巻、一二二頁。
（
45）前註（
28） 『文集』第九巻、六頁。これは一九九九年に発表された
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（
46）前註（
34） 『文集』第一巻、一八八頁。
（
47）曲格平「自然生態環境」 『文集』第二巻、二二七頁。曲格平は、大躍進の生んだ巨大な生態破壊の悪影響はなかなか消えないという（ 「中国人口与環境関係的総合分析」 『文集』第五巻、二〇九頁） 。
（
48）曲格平「正確処理経済発展与環境保護的関係」 『文集』第一巻、二四一頁
（
49）前註（
47） 『文集』第二巻、二二二頁。
（
50）曲格平「環境法的概念」 『文集』第一〇巻、三七頁。
（
51）曲格平「我与中国的環境保護」 『文集』第八 二四
（
52）前註（
42） 『文集』第一巻、七六頁。
（
53）曲格平「運用経済手段保護環境」 『文集』第六巻、一五頁。
（
54）曲格平「中国的三大環境政策」 『文集』第八巻、七九～八〇
（
55）前註（
34） 『文集』第一巻、一八二頁。
（
56）前註（
48） 『文集』第一巻、二四三頁。
（
57）前註（
51） 『文集』第八巻、五頁。
（
58）曲格平「中国環境保護的戦略問題」 『文集』第八巻、三一頁。
（
59）曲格平「総論」 『文集』第一一巻、一一頁。
（
60）曲格平「保護環境是我国的一項基本国策」 『文集』第一巻、二二六
（
61）曲格平「引論：発展中的環境科学」 『文集』第七巻、五頁。 の 史研究に時々見られる現象であるが、史料的根拠が明確でないなかで、データが五〇％から七〇％に機械的に推移しているのは、かえって信頼性に欠けると思われる。
（
62）前註（
26） 『文集』第五巻、六五頁。
（
63）曲格平「現代社会面臨的環境問題」 『文集』第七巻、五一頁。
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（
64）前註（
30） 『文集』第一〇巻、二六六頁。
（
65）曲格平「三峡大壩的利与弊」 『文集』第六巻、一二五～一二六頁。長江流域の水土流失面積は全流域の二〇％に当たる三六万㎢で、年間の侵蝕土壌総量は約二四億㌧に達している（曲格平「二〇世紀八〇年代的重大環境問題及其発展預測」 『文集』第三巻、 八六頁） 。全中国では流失 は約五〇億㌧で全世界の一七％を占めている（曲格平「当代中国人口和環境的基本国情」 『文集』第五巻、四八頁） 。長江の水土流失の規模の大きさが窺える。
（
66）曲格平「西部大開発与可持続発展」 『文集』第九巻、二二九頁、二三 頁。
（
67）拙稿「新疆ウイグル自治区南部 水環境」 『神戸女子大学文学部紀要』第五 巻、 一七年、参照。
（
68）曲格平「中国人口与土地資源」 『文集』第五巻、六四頁。
（
69）曲格平「運用経済手段保護環境」 『文集』第六巻、一五頁。管理不全ということは、曲格平が繰り返し述べている（ 「環境管理的発展」 『文集』第一巻、七六頁、 「引論：発展中的環境科学」 『文集』第七巻、二三頁、など） 。
（
70）曲格平「中国環境管理思想的演変与発展 四 二一八 三大政策に関し は 曲格平「中国環境政策的選択」 『文集』第六巻、三九頁、同「中国環境保護的進展和環境問題的現状」 『文集』第一一巻、一六六頁、でも解説しているが、特に後者において環境影響評価、汚染排出収費、汚染排出許可証、都市環境総合治理など八つの管理制度の形成を唱えている。
（
71）曲格平「環境管理機構的職責範囲和任務」 『文集』第一巻、四五頁。
（
72）曲格平「中国人口与水資源」 『文集』第五巻、一四六頁。
（
73）曲格平「回顧与思考」 『文集』第一巻、一〇頁。
（
74）曲格平「中国環境管理思想的演変与発展」 『文集』第四巻、二一七頁。
（
75）前註（
35） 『文集』第九巻、二一三頁。
（
76）同前『文集』第九巻、二一五頁。
（
77）曲格平「関于水環境可持続利用戦略的幾点思考」 『文集』第九巻、三二四～三二六頁。
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（
78）前註（４） 『文集』第一二巻、二九七頁。
（
79）曲格平「中国環境政策和管理体制的形成与発展」 『文集』第九巻、六一頁。
（
80）曲格平「論環境与経済結合的実践原則」 『文集』第八巻、一二八頁。一九九一年に書いたこの論文では「計画経済」について、 「環境問題を解決するには失効」と述べているが、一九八〇年に書いた「正確処理経済発展与環境保護的関係」 『文集』第一巻、二四二頁、では「計画経済の優越性を利用」し 環境問題を解決しようとしているので、 八〇 代の中国経済の発展を経験するなかで考え方を変えたのであろう。
（
81）曲格平「環境管理的基本職能」 『文集』第一巻、四頁、七頁。
（
82）曲格平「世界 問題発展的簡単回顧」 『文集』第三巻、一頁。
（
83）曲格平「十多年来 変化」 『文集』第三巻、一四頁 二
（
84）前註（
74） 『文集』第四巻、二一六頁。
（
85）曲格平「碧水藍天不是夢」 『文集』第九巻、八三頁。
（
86）曲格平「社会主義市場経済下的環境管理」 『文集』第九巻、一三六～一三七頁。
（
87）前註（
81） 『文集』第一巻、四一頁。曲格平は、環境保護を担当する幹部の素質は高くないことを認めており（曲格平「再論環境
監督管理」 『文集』第四巻、二七二～二七三頁） 、育成を主張する背景となっている。
（
88）前註（
73） 『文集』第一巻、五頁、で、この運動が飛躍のきっかけとなったと述べている。
（
89）曲格平「代序：天時人和之利」 『文集』第九巻、二〇頁。
（
90）前註（
28） 『文集』第九巻、一四頁。
（
91）前註（
38） 『文集』第九巻、五三頁。なお前掲拙著一五八頁でも この運動を取り上げている。
（
92）曲格平「中国的環境保護事業偉大而艱巨」 『文集』第九巻、二三七頁、二四〇頁。
（
93）前註（
23） 『文集』第五巻、二七頁。
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（
94）曲格平「中国生態環境縦横談」 『文集』第一二巻、二〇五頁。
